
　

２
月
21
日
か
ら
26
日
ま
で
、
文

化
総
部
写
真
部
に
よ
る
卒
業
写
真

展
『fine

』
が
開
催
さ
れ
る
。
展

示
会
場
は
昨
年
と
同
じ
く
、
大
阪

市
北
区
の
イ
ロ
リ
ム
ラ
89
画
廊
で

あ
る
。
今
回
は
卒
業
写
真
展
と
い

う
こ
と
で
、
現
役
部
員
は
出
品
せ

ず
、
す
で
に
引
退
し
た
４
回
生
に

よ
る
作
品
の
み
の
展
示
と
な
る
。

　

出
展
者
は
11
名
、
全
体
で
20
作

品
前
後
の
展
示
を
予
定
し
て
い

る
。
ジ
ャ
ン
ル
は
人
物
や
風
景
、

ス
ナ
ッ
プ
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。

撮
影
方
法
も
カ
ラ
ー
デ
ジ
タ
ル

（
以
下
、デ
ジ
タ
ル
）の
み
な
ら
ず
、

モ
ノ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム（
以
下
、フ
ィ

ル
ム
）
を
使
用
す
る
な
ど
撮
影
者

の
こ
だ
わ
り
が
見
え
る
展
示
と
な

る
予
定
だ
。

　

「
全
体
で
の
テ
ー
マ
は
決
め

て
い
な
い
。
最
後
の
展
示
な
の

で
皆
が
思
い
思
い
の
、
本
当
に

や
り
た
い
作
品
を
出
す
だ
ろ
う
」

開
催
責
任
者
の
山
崎
猛
正
さ
ん

（
法
・
４
）
は
そ
う
語
っ
た
。
山

崎
さ
ん
自
身
も
フ
ィ
ル
ム
で
の

撮
影
に
こ
だ
わ
り
を
持
っ
て
お

り
、
展
示
で
も
フ
ィ
ル
ム
で
撮

影
し
た
ス
ナ
ッ
プ
作
品
を
出
展

す
る
つ
も
り
だ
。

　

山
崎
さ
ん
自
身
、
デ
ジ
タ
ル

で
撮
影
し
て
お
り
、
フ
ィ
ル
ム

に
は
興
味
が
な
か
っ
た
と
い
う
。

し
か
し
、
１
回
生
の
時
に
先
輩

の
作
品
を
見
て
感
銘
を
受
け
た
。

そ
れ
以
来
、
フ
ィ
ル
ム
独
特
の

味
に
惹
か
れ
て
、
フ
ィ
ル
ム
で

の
写
真
に
の
め
り
こ
ん
だ
。
現

役
時
代
に
は
後
輩
に
も
興
味
を

持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
フ
ィ

ル
ム
の
使
い
方
を
教
え
た
り
、

学
内
の
暗
室
へ
よ
く
連
れ
て

行
っ
た
り
し
た
そ
う
だ
。

　

写
真
部
の
部
員
は
総
勢
60
名
を

超
え
て
お
り
、
そ
の
半
数
は
女
性

で
あ
る
。
写
真
と
い
う
芸
術
は
性

別
問
わ
ず
広
が
り
を
見
せ
て
い

る
。
ま
た
、
昨
今
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
発

達
に
よ
り
、
自
分
の
撮
影
し
た
写

真
を
自
由
に
発
信
で
き
る
時
代
と

な
っ
た
。
写
真
部
で
も
写
真
共

有
サ
イ
ト
、Flickr

で
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
世
界
中
に
作
品

を
発
信
し
て
い
る
。

　

山
崎
さ
ん
は
「
い
い
写
真
を
撮

る
こ
と
は
難
し
い
か
ら
、
途
中
で

悩
む
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
で
も
、

自
分
の
好
き
な
写
真
を
突
き
詰
め

て
い
っ
て
ほ
し
い
」と
後
輩
へ
エ
ー

ル
を
送
っ
た
。
加
え
て
「
部
員
の

ほ
と
ん
ど
が
、
大
学
に
入
っ
て
か

ら
本
格
的
な
撮
影
を
始
め
た
人
だ
。

高
校
か
ら
の
経
験
者
は
少
な
い
。

ハ
ー
ド
ル
が
高
く
感
じ
る
か
も
し

れ
な
い
が
、
ぜ
ひ
挑
戦
し
て
み
て

ほ
し
い
」
と
、
新
入
生
に
向
け
て

も
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
た
。

　

限
ら
れ
た
空
間
の
中
で
美
し
さ

を
表
現
す
る
写
真
は
、
芸
術
作
品

の
中
で
も
難
易
度
が
高
い
と
さ
れ

る
。学
生
生
活
の
集
大
成
の
展
示
、

足
を
運
ん
で
み
て
は
い
か
が
だ
ろ

う
か
。

　

『fine

』
の
開
場
時
間
は
、
21

日（
水
）か
ら
25
日（
日
）ま
で
は
12

時
か
ら
19
時
だ
。
し
か
し
、
最

終
日
の
26
日（
月
）
の
み
18
時
ま

で
な
の
で
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

（
Ａ
・
Ｍ
）
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平
素
よ
り
、
関
西
学
院
大
学

新
聞
を
ご
愛
読
い
た
だ
き
ま
し

て
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

さ
て
、
今
ご
覧
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
関
西
学
院
大
学
新
聞

第
８
３
６
号
は
２
面
で
発
行
い

た
し
ま
し
た
。
昨
年
末
で
３
回

生
が
引
退
し
た
こ
と
に
よ
る
部

員
数
の
減
少
や
、
弊
部
の
財
政

状
況
を
総
合
的
に
判
断
し
、
こ

の
よ
う
な
決
断
を
い
た
し
ま
し

た
。
今
代
で
は
、
今
後
も
８
面

発
行
に
と
ら
わ
れ
な
い
、
様
々

な
ス
タ
イ
ル
で
の
発
行
に
挑
戦

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

今
後
と
も
関
西
学
院
大
学
新

聞
総
部
の
活
動
に
ご
理
解
・
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

関
西
学
院
大
学
新
聞
総
部
総
部
長

中
村 

達
彦
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学生連盟本部2018年度本部長の湊雅哉さん

　

今
年
の
１
月
17
日
は
ど
の
よ

う
に
過
ご
し
て
い
た
だ
ろ
う

か
。１
９
９
５
年
に
発
生
し
た
、

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
23
年

を
迎
え
た
。
神
戸
市
中
央
区
に

あ
る
東
遊
園
地
で
は
、
朝
早
く

か
ら
大
勢
の
人
が
黙
と
う
を
捧

げ
た

２
０
１
１
年
に
東
日
本

大
震
災
、
２
０
１
６
年
に
も
熊

本
地
震
が
発
生
す
る
な
ど
、
立

て
続
け
に
地
震
が
発
生
し
て
い

る
。
さ
ら
に
、１
月
23
日
に
は
、

群
馬
県
北
西
部
に
あ
る
草
津
白

根
山
の
噴
火
も
発
生
し
た

災

害
が
頻
発
し
て
い
る
今
、
我
々

は
も
っ
と
防
災
に
目
を
向
け
る

べ
き
だ
。
２
０
２
０
年
に
は
、

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
控
え
て

お
り
、
安
全
保
障
は
急
務
で
あ

る
。
ま
た
、
災
害
は
自
然
が
原

因
で
起
こ
る
も
の
ば
か
り
で
は

な
い
。
近
年
の
北
朝
鮮
の
動
向

も
気
に
な
る
と
こ
ろ
だ

そ
ん

な
中
で
よ
う
や
く
最
近
、
自
治

体
が
主
催
す
る
避
難
訓
練
な
ど

も
見
直
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
し
か
し
、
未
だ
大
半
の
人

に
は
災
害
は
他
人
事
と
い
う
意

識
が
強
い
よ
う
に
感
じ
る
。
現

在
で
も
、
ど
の
く
ら
い
の
人
が

非
常
持
ち
出
し
袋
を
用
意
で
き

て
い
る
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
東

日
本
大
震
災
に
お
け
る
福
島
で

の
原
子
力
発
電
所
で
の
事
故
の

よ
う
な
二
次
災
害
に
つ
い
て
も

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
機

会
に
も
う
一
度
、
個
人
だ
け
で

な
く
地
域
に
お
い
て
も
災
害
に

対
す
る
考
え
、
備
え
を
見
直
し

た
い
。

学生にもっと身近な組織に
学生連盟本部の新本部長就任

　

関
西
学
院
大
学
学
生
連
盟

２
０
１
７
年
度
第
４
回
代
議
員

総
会
が
１
月
23
日
に
開
催
さ
れ

た
。
２
０
１
８
年
度
の
学
生
連
盟

本
部
本
部
長
選
挙
が
実
施
さ
れ
た

結
果
、
宗
教
総
部
の
湊
雅
哉
さ
ん

（
教
・
２
）
の
就
任
が
決
定
し
た
。

「
学
生
連
盟
」と
は

　

関
西
学
院
大
学
学
生
連
盟
と

は
、
本
学
の
総
部
お
よ
び
学
部
自

治
会
を
中
心
に
構
成
さ
れ
る
自

治
組
織
の
こ
と
で
、
２
０
１
６

年
４
月
に
発
足
し
た
。
加
盟
団

体
は
新
聞
総
部
を
は
じ
め
、
体

育
会
、
文
化
総
部
、
応
援
団
総

部
、
宗
教
総
部
、
総
部
放
送
局
、

神
学
部
学
生
会
、
法
学
部
学
生

自
治
会
、
大
学
祭
準
備
委
員
会

の
９
団
体
で
あ
る
。
学
生
連
盟

は
、
本
学
の
発
展
お
よ
び
大
学

生
活
の
向
上
に
貢
献
し
て
い
く

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
ま

た
、
公
式
マ
ス
コ
ッ
ト
は
「
ソ

ラ
ラ
ン
」
で
あ
る
。

新
本
部
長
に
聞
く

　

２
０
１
８
年
度
の
学
生
連
盟
本

部
本
部
長
に
就
任
し
た
湊
雅
哉
さ

ん
に
話
を
聞
い
た
。

　

湊
さ
ん
は
、
宗
教
総
部
の
千
刈

リ
ー
ダ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
に
所
属
し
、

２
０
１
８
年
度
は
宗
教
総
部
副
総

部
長
も
務
め
る
。
ま
た
、
昨
年
度

は
学
生
連
盟
本
部
の
本
部
員
と
し

て
、
学
生
連
盟
のTwitter

ア
カ

ウ
ン
ト
の
運
営
や
、
ソ
ラ
ラ
ン
の

管
理
を
行
っ
て
い
た
。

　

今
回
立
候
補
し
た
理
由
に
つ
い

て
、
湊
さ
ん
は
「
１
年
間
本
部
員

と
し
て
活
動
し
て
い
た
が
、
い
つ

し
か
学
生
の
た
め
に
活
動
し
て
い

る
学
生
連
盟
の
魅
力
に
惹
か
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
学
生
連
盟
の
良

い
と
こ
ろ
は
さ
ら
に
伸
ば
し
、
変

え
る
べ
き
と
こ
ろ
は
し
っ
か
り
と

変
え
て
い
き
た
い
」
と
語
っ
た
。

　

湊
さ
ん
が
本
部
長
と
し
て
ま
ず

取
り
組
み
た
い
と
し
た
の
は
、
学

生
連
盟
の
知
名
度
向
上
で
あ
る
。

学
生
連
盟
が
発
足
し
て
ま
だ
２
年

足
ら
ず
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
学

生
間
で
の
認
知
度
は
決
し
て
高
く

な
い
。
た
と
え
ソ
ラ
ラ
ン
は
知
っ

て
い
て
も
、
ソ
ラ
ラ
ン
か
ら
学
生

連
盟
を
連
想
す
る
学
生
は
少
な
い

よ
う
だ
。「
新
聞
総
部
や
総
部
放

送
局
に
協
力
を
依
頼
す
る
な
ど
、

加
盟
団
体
を
巻
き
こ
ん
だ
イ
ベ
ン

ト
や
企
画
で
学
生
連
盟
の
知
名
度

を
上
げ
て
い
き
た
い
」
と
い
う
。

　

ま
た
、
本
部
員
や
加
盟
団
体

の
意
識
改
革
に
も
取
り
組
む
。

昨
年
度
の
本
部
に
つ
い
て
「
本

部
長
を
中
心
に
、
幹
部
陣
だ
け

で
物
事
を
決
め
て
し
ま
う
こ
と

が
多
か
っ
た
」
と
湊
さ
ん
は
考

え
て
い
る
。
２
０
１
８
年
度
に

つ
い
て
は
「
加
盟
団
体
と
の
つ

な
が
り
を
大
切
に
し
、
意
見
も

取
り
入
れ
な
が
ら
、
学
生
に
身

近
な
組
織
と
し
て
活
動
し
て
い

き
た
い
」
と
抱
負
を
語
っ
た
。

　

関
西
学
院
大
学
学
生
連
盟
は
、

本
学
の
約
７
０
０
０
人
の
学
生

を
抱
え
る
本
学
最
大
の
学
生
組

織
と
な
っ
て
い
る
。
湊
新
本
部

長
の
手
腕
に
よ
っ
て
、
学
生
連

盟
は
加
盟
団
体
や
学
生
と
と
も

に
、
さ
ら
な
る
発
展
を
遂
げ
て

い
く
だ
ろ
う
。（
Ｔ
・
Ｎ
）

新
本
部
長
に
聞
く

一瞬の美を逃さない
写真部 卒業展示『fine』

昨年の展示の様子
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PC教室図鑑
本学は2018年夏季に、SSD（ハードディスクより書
き込みが高速な記憶装置）の導入をはじめ、PC教室の
刷新を予定している。一層使いやすくなるPC教室だが、
意外と知らない場所も多いのでは。PC教室を抑えて、
快適な学生生活の第一歩に！

メディア研究棟
・239席
・カラープリント可
・教室数　８

社会学部棟
・70席
・カラープリント不可
・教室数　２

第４別館
・231席
・カラープリント可
・教室数　４

Ｆ号館
・84席
・カラープリント不可
・教室数　２

Ｇ号館
・97席
・カラープリント不可
・教室数　３

　席数は圧巻の239席。通常
のPCにとどまらず、特殊な
機器も備わっている。さらに
PC実習室ではMacも利用可
能。唯一の難点は立地である。
周辺は高等部棟や事務関連の
施設が多く、授業が行なわれ
ている教室や大学図書館から
のアクセスも悪い。それ以外
は完璧である。

　正門から遠く離れており、利用者の殆ど
が社会学部の学生である。しかし、他学部
の学生の利用も可能だ。その70席という席
数に対して６台のプリンターの設置がある
ため、スムーズにコピーをすることが可能
だ。満席であった場合、直結しているH号
館にあるラーニングコモンズでノートパソ
コンを利用することもできる。

　正門をくぐり、左側の商学部方面へ足を
進めると、一際大きな建物がある。この第
４別館の１階に101A教室と101B教室があ
る。これらの教室の特徴は、PCの収容台
数が多いことである。メディア棟には劣っ
てしまうが、両教室合わせて160台のPCが
設置されており、混雑時にも空きがあるこ
とが多い。しかし、授業利用が多く、時間
によっては使用できないこともあるので注
意が必要だ。

　本学のPC教室は、正門から見て左側にあ
ることが多い。そんな中、正門から見て右
側にある数少ないPC教室が、Ｆ号館にある。
文学部棟などで授業を受けた後には、ここ
が便利になるだろう。１階と２階の２教室
があり、席数も十分だ。学生からの認知度
も低いため、空いていることも多い。しかし、
こちらも授業利用が多いことが難点。利用
状況をよく確認することを心掛けよう。

　国際学部や人間福祉学部が
主に利用しているＧ号館に
は、その他のPC教室と違った
珍しい教室がある。Ｇ312教
室はブース状に席が分かれ、
一人ひとりがブースに入って
作業する様子は自分の部屋 
で作業しているようだ。この
ように他の教室と一味違う 
Ｇ312教室だが、席数が20席
と少なく、すぐに満席となる
ため注意してほしい。


